
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「会報 45 号」（発行：2011 年 12 月 10 日）より抜粋 

関西久徴会発足50周年 
カウントダウン特集 

PART 1 

関西久徴会は、1963（昭和38）年に『久徴会関西高校部

会』として発足しました。第一回総会は同年５月26日、同

窓会づくりに奔走された先輩の勤務先「大和紡績」のホー

ルで開催され、出席者は63名。 

その５年後の1968（昭和43）年、会の呼称が長くて使いにく

いこと、高女も含めたものにすることを目的に、現在の『関

西久徴会』と改められました。当時は毎年総会が開かれ、

「島根ビル」などを会場に、高女の方々や高校４・６期を中

心として20名前後が参加していました。 

『久徴会関西高校部会』 

として発足、 

第一回総会は 

1963（昭和38）年でした 

1971（昭和46）年からは、ムード一新と若い人の参加を考

慮し、安価でたくさん飲食できる店、誰にでもわかりやすい

場所として、ミナミのビアレストラン「ニューミュンヘン」に会

場を固定。新卒者を格安な参加費で歓迎するなどして出

席者を増やしていました。 

しかし、その後一時活動が沈滞。1985（昭和60）年、総会

を中断するという思い切った策によって、会員からの開催

を求める声を喚起したそうです。 

 

1970年代から80年代にかけて、 

若い世代の参加と 

マンネリ打破に苦心 

※この記事は関西久徴会会報バックナンバー、主に会報20号（1999（平成11）年）を基に作成しています。 

「関西久徴会の歴史」について詳しくお知りになりたい方は、関西久徴会ホームページをご覧ください。 

■関西久徴会について→「関西久徴会の歴史」→各エリアの同窓会組織の歴史→関西久徴会→「関西久徴会を育ててきたひとびと～思い出を語る～」  

“再生関西久徴会”を目指して総会が再スタートしたのは、

翌1986（昭和61）年のことです。女性陣から会場選びへの

要望が出され、“身も心もウキウキしたい”という“オンナゴ

コロ”を汲み、初めてホテルでの開催を決定。 

ＯＢＰに新築オープンしたばかりの「ホテルニューオータニ

大阪」を会場に、新たに講演会も加えられ、かつてない大

盛会となりました。そして以後は、準備の大変さを考慮し、

２年に一度の開催へと変わりました。 

1986（昭和61）年に 

再スタート、会場一新 

講演会も 

開催して 

大盛会 

1989（平成元）年、一時期は高校の同窓生だけで開催され

ていた総会に、高女の皆さんも参加。高女・高校一体とな

り、世代を超えたつながりが深まっていきました。会場もホ

テルを主体とし、講演会も定着。 

1995（平成７）年１月、阪神・淡路大震災で中止・延期とい

う意見もあったなか、“こういう時だからこそ、お互い顔を合

わせて無事を確かめ合いたい”と開催を決断、７月の「ヒ

ルトン大阪」での総会には158名が参加しました。 

1990年代、 

世代を超えた 

つながりを大切に 

大震災時も開催 

2001（平成13）年、銭太鼓同好会『彩の会』が登場。続く

2003（平成15）年は、19期有志による和太鼓も披露。さら

に2005（平成17）年からは、出席者全員が大きな輪になっ

て歌い踊るフィナーレも名物イベントになりました。 

この10年、ホテルやビアレストランなどに毎回100名以上

が集合。会員による手づくりの良さが際立ち、まるで大人

の学園祭のような熱気があふれ、参加者全員が楽しく盛り

上がれる総会・懇親会へと進化し続けています。 

2000年代、 

参加者全員が 

楽しく盛り上がれる 

総会・懇親会へ 

時
代
と
と
も
に 

移
り
変
わ
っ
て
き
た 

総
会
・
懇
親
会
・
・
・ 

そ
の
様
子
を 

振
り
返
っ
て
み
ま
し
た 

☆発足当時の写真などをお持ちの方、ぜひご一報ください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「会報 46 号」（発行：2012 年 6 月 30 日）より抜粋

関
西
久
徴
会 

事
務
局
長 

糸
賀 

良
悦 

（
高
校
19
期
／
神
西
沖
町
出
身
） 

お
手
元
の
会
報
は
、
創
刊
か
ら
約
25
年
！ 

あ
な
た
に
届
き
始
め
た
の
は
、
ど
の
こ
ろ
？ 

会報創刊のいきさつを、携わった方にお聞きしました 

関
西
久
徴
会
会
報
は
、
１
９
８
８
（
昭
和
63
）
年
に
創
刊
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
２
年
前
は
、
関
西
久
徴
総
会
の
会
場
が
「
ニ

ュ
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
」
か
ら
「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
」

に
移
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に
開
催
さ
れ
た
年
で
す
。 

「
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
」で
の
総
会
の
成
功
で
関
西

久
徴
会
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
頃
、
竹
下
文
夫
さ
ん
（
９

期
故
人
）
と
竹
下
俊
夫
さ
ん
（
10
期
／
会
長
任
期
１
９
７
４
年

～
１
９
８
６
年
）
兄
弟
の
建
築
設
計
事
務
所
「
ト
ラ
ン
ス
ナ
ー

ト
」
（
大
阪
市
本
町
）
に
、
山
村
順
子
さ
ん
（
３
期
）
、
杉
谷
保

憲
さ
ん
（
４
期
／
会
長
任
期
１
９
８
６
年
～
１
９
８
８
年
）、
今

岡
昌
滋
さ
ん
（
７
期
／
会
長
任
期
１
９
８
８
年
～
１
９
９
９

年
）
、
石
原
千
恵
子
さ
ん
（
８
期
）
ら
10
数
名
が
集
ま
っ
た
幹

事
会
の
席
で
、
関
西
久
徴
会
員
の
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
、

親
睦
を
深
め
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
会
報
創
刊
の
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
頃
、
中
野
雅
行
さ
ん(

17
期)

が
山
陰
中
央
新

報
社
大
阪
支
社
に
お
ら
れ
、
会
報
創
刊
の
話
が
一
気
に
進
み
ま

し
た
。  

当
時
は
会
費
も
な
く
、会
員
の
方
か
ら
の
協
賛
広
告
集
め
に
奔

走
し
、
ご
寄
付
に
よ
っ
て
発
行
を
賄
っ
て
い
ま
し
た
。
原
稿
集

め
、
編
集
作
業
は
現
在
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
く
大

変
な
時
代
で
し
た
が
、
中
野
編
集
長
の
ご
尽
力
と
、
関
西
久
徴

会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
勢
い
で
創
刊
さ
れ
た
会
報
第
１
号
は
、
タ

ブ
ロ
イ
ド
版
10
ペ
ー
ジ
の
立
派
な
も
の
で
、
１
９
８
８
（
昭
和

63
）
年
５
月
21
日
「
大
阪
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
」
で
の
総
会
で

出
席
者
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
編
集
長
は
藤
井
暉
彦
さ
ん
（
13
期
／
前
会
長
）、
谷

口
美
茶
子
さ
ん(

25
期)

と
引
き
継
が
れ
、
関
西
久
徴
会
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
必
須
ア
イ
テ
ム
と
し
て
、
本
号
（
46
号
）
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。 

関西久徴会の会報は現在、年に２回（６月・12月）、約3000部発行されています。 

発送にあたっては、会員有志が集まって、宛名ラベル貼りや会報封入などの作業を行い、 

当会会員（約2200名）をはじめ、母校や地元・全国各地の関係組織宛に配布しています。 

ではこの会報、いつごろ創刊されたのでしょうか。どんなふうに変わっていったのでしょうか。 

バックナンバーを掲載するとともに、編集担当者のエピソードで振り返ってみます。 

関西久徴会発足50周年 
カウントダウン特集 

PART 2 

創
刊
時
（１
～
２
号
）の
編
集
長 

中
野 

雅
行
さ
ん
（高
校
17
期
／
現
在
松
江
市
在
住
） 

当
初
の
会
長  

今
岡 

昌
滋
さ
ん
（高
校
７
期
／
乙
立
町
出
身
） 

お
二
人
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
（
本
年
４
月
）
を
も
と
に
寄
稿
。 

 

1988年（昭和63）年創刊 
タブロイド版10ページを総会時に配布 

創刊号表紙は、杉谷保憲会長

（当時）と前年（1987年）初当選

された澄田信義島根県知事

（当時・４期故人）のご挨拶 中面には会報発行の契機となった

1986（昭和61）年の総会報告も 

1989（平成元）年に２号発行 

巻頭は、今岡昌滋会長（当時）の

就任ご挨拶 

当時の編集担当中野雅行さんの

「とにかく多くの会員の皆様に登場

していただき紙面で交流の輪を拡

げることを作成ポリシーとしました」

というコメントも掲載 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「会報 46 号」（発行：2012 年 6 月 30 日）より抜粋 

３
～
20
号
、
26
～
32
号 

編
集
担
当 

藤
井 

暉
彦 

（
高
校
13
期
／
塩
冶
町
出
身
） 

初期の会報づくり ～封筒の「糊付け（作業）名人」もいた～ 

「
組
織
に
会
報
は
必
要
だ
。
制
作
費
は
な
い
。
し
か
し
、
何
と
か
作
っ

て
く
れ
！
」 

そ
れ
が
、
当
初
、
私
に
与
え
ら
れ
た
使
命
だ
っ
た
。
手
書
き
で
郵
送
さ

れ
る
原
稿
を
、
す
べ
て
ワ
ー
プ
ロ
で
打
ち
直
す
。
当
時
、
ワ
ー
プ
ロ
に
は

編
集
機
能
が
な
か
っ
た
。
〈
字
体
〉
〈
縦
・
横
〉
〈
文
字
の
大
き
さ
〉

そ
れ
ぞ
れ
ご
と
に
、
少
し
ず
つ
文
章
を
作
っ
て
は
割
付
紙
に
貼
り
付
け
て

い
っ
た
。
ま
た
、
広
告
を
依
頼
し
、
そ
れ
で
印
刷
費
を
捻
出
し
た
。 

発
送
作
業
に
は
、
梅
田
の
ビ
ル
の
会
議
室
を
使
っ
て
い
た
。
20
人
程

が
集
ま
り
、
会
報
の
三
つ
折
り
か
ら
作
業
は
始
ま
る
。
封
筒
の
糊
付
け
作

業
等
も
あ
っ
て
、
ず
い
ぶ
ん
と
手
間
取
っ
た
。
退
館
時
刻
（
22
時
）
ま

で
に
終
了
せ
ず
、
ビ
ル
管
理
所
に
（
三
拝
九
拝
し
て
）
延
長
を
お
願
い
し

た
こ
と
が
何
度
も
あ
っ
た
。
「
糊
付
け
（
作
業
）
名
人
」
と
呼
ば
れ
る
人

ま
で
い
た
ほ
ど
だ
。 

「
金
が
な
い
」
で
始
ま
っ
た
が
、
原
稿
集
め
、
製
作
、
広
告
集
め
、
発

送
作
業
に
お
け
る
会
員
の
目
に
見
え
な
い
人
件
費
を
考
え
れ
ば
ず
い
分

高
価
な
「
会
報
づ
く
り
」
で
あ
っ
た
。
大
変
だ
っ
た
が
、
今
に
し
て
思
え

ば
楽
し
い
思
い
出
で
も
あ
る
。 

 

21
～
25
号
、
33
～
本
号
（
46
号
）
編
集
担
当 

谷
口 

美
茶
子 

（
高
校
25
期
／
平
田
町
出
身
） 

ご協力とご愛読、ありがとうございます 

初
め
て
編
集
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
ろ
は
、
総
会
の

合
間
の
年
に
親
睦
会
も
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に

同
好
会
も
誕
生
す
る
な
ど
、
記
事
の
ネ
タ
に
は
事
欠
き
ま
せ

ん
で
し
た
。 

そ
の
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な
ど
を
活

用
し
た
ネ
ッ
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
広
が
り
、
執
筆
者

の
発
掘
や
原
稿
集
め
な
ど
も
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。 

い
ま
で
は
、
こ
ち
ら
か
ら
ム
リ
ヤ
リ
お
願
い
し
な
く
て
も
、

寄
稿
さ
せ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
う
れ
し
い
お
申
し
出
も
増
え

て
い
ま
す
。 

私
自
身
は
、
一
度
ヘ
コ
タ
レ
て
編
集
を
降
板
し
ま
し
た
が
、

ち
ょ
う
ど
50
歳
に
な
っ
て
再
び
戻
り
、
た
く
さ
ん
の
方
に
応

援
し
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
い
つ
も
な
が
ら
の
会
報
を
、
い
つ
も
ど
お
り
に
お
届
け
で

き
る
の
が
い
ち
ば
ん
」
だ
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ご
協
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
、
ご
愛
読
い
た
だ
い
て

い
る
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

１９９０（平成２）年から 
Ｂ５判８ページに、 

年２回の発行・郵送が定着 

１９９９（平成11）年 
紙面をひとまわり大きく 

（Ａ４判）、写真も増加 

 

関西久徴会発足50周年 カウントダウン特集 PART 2 

３
号 

１
９
９
０
（平
成
２
）
年
発
行 

紙
面
か
ら
当
時
の
手
づ
く
り
編
集
の
大
変
さ
が

う
か
が
え
ま
す 

年
２
回
の
定
期
発
行
に
な
り
、
会
員
同
士
の
世

代
を
超
え
た
つ
な
が
り
も
深
ま
っ
て
い
き
ま
し
た

翌
年
発
行
の
４
号
か
ら
タ
イ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン
が

変
わ
り
、
「
人
・
集
い
、
人
・
語
る
、
ふ
れ
あ
い
永

遠
に
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
目
を
引
き
ま
す 

１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
発
行
の
10
号
表
紙
に
は
、

お
若
い
藤
井
暉
彦
編
集
長
（
当
時
・
広
報
委
員

長
）の
笑
顔
も
！ 

21
号 

１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
か
ら

紙
面
サ
イ
ズ
を
拡
大
、
文
字
も
大
き

く
読
み
や
す
く
、
デ
ザ
イ
ン
を
一
新

し
ま
し
た 

２
０
０
５
（平
成
17
）年
発
行
の
33
号
で
、
現
行
の
紙
面

デ
ザ
イ
ン
へ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
イ
ベ
ン
ト
や
ネ
ッ
ト
関
連
の

記
事
が
増
加 

こ
の
年
の
総
会
で
藤
井
暉
彦
会
長
か
ら
、
現
・
今
岡
渉

会
長
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す 
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